
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　

先
日
金
融
庁

が
、
人
生
１
０

０
年
時
代
に
備

え
た
資
産
形
成

の
指
針
を
発
表

し
た
。
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
進

展
で
公
的
年
金
が
実
質
的
に
低
下

し
て
行
く
一
方
、
税
、
保
険
料
の

負
担
は
増
加
し
て
い
る
▼
夫
婦
２

人
が
無
職
年
金
生
活
者
で
あ
る
場

合
、
月
平
均
約
５
万
円
、
30
年
で

約
２
０
０
０
万
円
の
貯
蓄
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
。「
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」

や
「
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
の
活

用
や
生
涯
労
働
へ
の
シ
フ
ト
に
も

触
れ
て
い
る
。
金
融
庁
が
初
め
て

公
的
年
金
の
限
界
を
認
め
て
自
助

に
よ
る
対
応
を
求
め
た
も
の
だ
。

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ
し
い
、い
ま

さ
ら
そ
ん
な
こ
と
言
わ
れ
て
も
困

る
」
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、少

子
高
齢
化
、
国
の
財
政
不
安
か
ら

国
民
は
こ
う
な
る
事
を
分
か
っ
て

い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
住

宅
、教
育
、日
々
の
生
活
に
精
い
っ

ぱ
い
で
老
後
資
金
に
手
が
回
ら
な

か
っ
た
の
が
現
実
だ
と
。
貯
蓄
が

で
き
な
か
っ
た
人
は
働
き
続
け
る

し
か
な
い
の
か
▼
政
府
の
未
来
投

資
会
議
は
、
定
年
退
職
者
の
継
続

雇
用
を
70
歳
と
す
る
方
針
を
決
定

し
た
。「
60
歳
ま
で
働
い
た
ら
好
き

な
こ
と
し
て
悠
々
自
適
の
生
活
に

入
る
」。
40
年
前
に
描
い
た
将
来
像

が
ま
た
遠
の
い
た
。
今
日
は
６
月

５
日
「
老
後
の
日
」
で
す
。
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（
一
社
）
鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

第
７
回
（
第
59
回
）
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
る
�

　

２
０
１
９
年
５
月
17
日
（
金
）、鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
会
館
７
Ｆ
会
議
室
で
、

第
７
回
（
第
59
回
）
通
常
総
会
を
開
催
し
、役
員
16
人
・
代
議
員
33
人
の
ほ
か
来
賓

が
出
席
し
、２
０
１
９
年
度
の
新
た
な
事
業
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。
な
お
、今
年

度
は
監
事
の
改
選
期
で
あ
り
、ま
た
辞
任
す
る
理
事
の
後
任
者
の
選
任
を
行
い
、新

た
な
執
行
体
制
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

榮
留
理
事
長
は
開
会
あ
い
さ
つ
の

冒
頭
で
、
平
成
、
令
和
と
二
つ
の
時

代
を
ま
た
い
だ
10
連
休
が
終
わ
っ
た

と
話
さ
れ
、
調
査
結
果
で
は
４
割
の

人
が
10
日
間
休
み
、
通
年
並
の
７
日

間
が
３
割
、
そ
れ
未
満
が
３
割
だ
っ

た
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
休

み
の
取
り
方
、
仕
事
の
仕
方
も
大
き

く
二
極
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
と
も

付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、奨
学
金
問
題
に
つ
い
て
は
、

教
育
費
負
担
軽
減
を
含
め
て
中
央
労

れ
も
ひ
と
え
に
歴
史
を
創
っ
て
き
た

先
輩
方
や
構
成
団
体
の
皆
さ
ん
、
支

え
て
い
た
だ
い
た
県
な
ど
の
行
政
機

関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
皆
さ
ん
な
ど
の

協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
労
働
者
福
祉
運
動
を
次
世

代
に
ど
う
伝
え
、ど
の
よ
う
に
発
展
さ

せ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、労
働
者
福
祉

協
議
会
の
認
知
度
を
ど
の
よ
う
に
高

め
て
い
く
の
か
。
課
題
は
山
積
で
あ
り

ま
す
が
、皆
さ
ん
の
知
恵
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、で
き
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
各
種
事
業
へ
の
参
加
、自
主
福

祉
事
業
の
基
盤
強
化
と
運
動
継
続
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
、本
総
会
を
も
っ
て
退
任
さ

れ
る
役
員
の
方
へ
、こ
の
間
の
責
務
遂

行
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、今

後
も
各
方
面
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
く

こ
と
、そ
し
て
、代
議
員
の
皆
さ
ん
の

十
分
な
議
案
審
議
の
お
願
い
し
て
あ

い
さ
つ
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

【
ご
来
賓
お
礼
】

・�

鹿
児
島
県　

商
工
労
働
水
産
部　

次
長　

中
野　

功
久
さ
ま

・�

鹿
児
島
市　

産
業
局

　

局
長　

鬼
丸　

泰
岳
さ
ま

　

ご
臨
席
の
上
、
ご
祝
辞
を
賜
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
退
任
役
員
】

　

副
理
事
長　

東　
　
　

幸　

也

　

理　
　

事　

猪
鹿
月　

弘　

行

　

監　
　

事　

喜　

納　

浩　

信

　

監　
　

事　

山　

下　

廣　

也

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
協
と
連
動
し
た
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
相
談
窓
口
を
開
く
と

と
も
に
、
九
州
労
金
・
奨
学
金
借
換

専
用
ロ
ー
ン
「
つ
な
ぐ
」
の
Ｃ
Ｍ
作

成
・
宣
伝
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
一

助
を
担
っ
て
き
た
と
話
さ
れ
、
結
果

と
し
て
一
定
の
効
果
が
あ
り
、
今
後

の
取
り
組
み
に
繋
が
る
も
の
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
労
福
協
は
、
９
月
で
満
60
年
を

迎
え
ま
す
。
２
０
１
３
年
４
月
に
任

意
団
体
か
ら
一
般
社
団
と
し
て
法
人

化
さ
れ
、
同
年
11
月
に
一
般
財
団
法

人
鹿
児
島
県
勤
労
者
福
祉
基
金
協
会

と
合
併
し
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
労
働
者
福
祉
の
向
上
と

自
主
福
祉
事
業
の
推
進
、
社
会
・
国

際
的
な
貢
献
活
動
や
公
益
性
の
高
い

事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

役職名 氏　名 団　体　名
理 事 長 榮 留 道 夫 全労済（総会時点）
副理事長 下 町 和 三 連合鹿児島
〃 森 田 周 一 九州労金

専務理事 畑 中 和 広 員外
常務理事 片野田　尚　剛 九州労金
理　 事 満 永 正 幸 連合鹿児島
〃 黒 江 嘉 文 連合鹿児島
〃 今 村　　 悟 連合鹿児島
〃 日 高 実 禎 連合鹿児島
〃 梶 原 健 児 全労済
〃 下津貫　　　洋 県生協連
〃 上 城 秀 人 県生協連
〃 石 田 則 行 地域労福協
〃 三 浦 辰 男 地域労福協
〃 外 山 浩 己 地域労福協
〃 山　田　たまき 地域労福協
〃 二牟礼　正　博 県退連

監　 事 海 蔵 伸 一 連合鹿児島
〃 斉之平　和　伸 九州労金

（一社）鹿児島県労働者福祉協議会 2019年度 役員体制

榮留理事長あいさつ
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石田県本部推進委員長のあいさつ

「そらっ、はいれー！」

開会式の模様

2019年度第1回県本部合同会議を開催 鹿児島県本部
　

２
０
１
９
年
度
第
１
回

県
本
部
推
進
委
員
・
運
営

委
員
合
同
会
議
が
５
月
20

日
（
月
）、
鹿
児
島
県
本

部
５
階
大
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
来
賓
に
榮
留
道
夫
労

福
協
理
事
長
を
迎
え
、
県

内
各
地
か
ら
推
進
委
員
20

人
、
運
営
委
員
13
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
石
田
県
本

部
推
進
委
員
長
を
議
長
に

選
出
し
、
県
本
部
推
進
役

員
よ
り
２
０
１
８
年
度
末

概
況
と
重
点
課
題
の
取
り

組
み
結
果
、
２
０
１
９
年

度
計
数
計
画
、
各
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
提
案

と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
16
回
九
州
ろ

う
き
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
、
第

19
回
通
常
総
会
、
事
務
負

担
の
軽
減
化
と
事
務
効
率

　

ろ
う
き
ん
鹿
屋
支
店
友
の
会
肝

属
支
部
は
５
月
22
日
（
水
）、日
本

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
認
定

で
「
日
本
一
の
本
格
的
な
専
用
グ

ラ
ウ
ン
ド
」
の
か
の
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
支
部
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
前
日
ま
で
の
雨
も
上
が

り
、さ
わ
や
か
な
五
月
晴
れ
の
下
、

2019年度店会員全体会議・店推進委員会日程
推進委員会名 開催日

鹿児島支店推進委員会 ６月６日（木）
日置地域推進委員会 ５月30日（木）
指宿地域推進委員会 ５月29日（水）
大島支店推進委員会 ５月29日（水）
鹿屋支店推進委員会 ５月30日（木）
川内支店推進委員会 ６月11日（火）
加世田・枕崎地域合同推進委員会 ６月５日（水）
出水支店推進委員会 ６月６日（木）
鹿児島南支店推進委員会 ６月７日（金）
霧島支店推進委員会 ６月７日（金）
種子島地区推進委員会 ６月３日（月）
屋久島地区推進委員会 ５月30日（木）
志布志支店推進委員会 ６月７日（金）
大口支店推進委員会 ６月10日（月）
徳之島地区推進委員会 ５月31日（金）
鹿児島県庁支店推進委員会 ６月11日（火）

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
提

案
を
行
い
、こ
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
融
資
目
標
を
な
ん
と

か
達
成
し
た
も
の
の
、
個
人
型
確
定

拠
出
年
金
・
投
資
信
託
・
国
債
の
販

売
に
課
題
を
残
し
た
ほ
か
、
青
年
女

性
層
の
育
成
も
大
き
な
課
題
で
す
。

今
年
度
も
多
く
の
課
題
に
対
し
て
、

県
本
部
推
進
委
員
会
と
各
地
域
推
進

委
員
会
・
運
営
委
員
会
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
全
体
で
確
認
し
、
終
了
し
ま
し

た
。

１
１
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
西

口
支
部
長
、
福
田
鹿
屋
支
店
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
交
流
と
健
康
づ

く
り
を
目
的
に
和
気
あ
い
あ
い
と

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
優
勝

は
長
谷
さ
ん
（
27
打
）、2
位
に
小

山
さ
ん
（
29
打
）、
3
位
に
横
路

さ
ん
（
35
打
）
で
、
20
位
ま
で
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
に
輝
い
た
多

く
の
受
賞
者
に
缶
ビ
ー
ル
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
友

の
会
会
員
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。

第19回通常総会を開催します
　６月25日（火）に九州労働金庫第19回通常総会を
開催します。開催の概要は次の通り。
　

九州労働金庫第19回通常総会開催要領
　労働金庫法、定款および総会の構成に関する規約
に基づき、下記の通り第19回通常総会を開催します。

１．招　　集
　　定款第25条第１項に基づき、理事長が招集する。
２．開催日時
　　2019年6月25日（火）午後1時から
３．会　　場
　　アクロス福岡地下2階「イベントホール」
　　福岡市中央区天神１－１－１
　　電話092－725－9113

鹿屋支店
友の会で
スポーツ交流



（3） 労 働 金 庫 ☎ 099（225）2217 第 703 号第 703 号
2019年6月15日2019年6月15日

長
と
全
労
済
鹿
児
島
推
進
本
部
山
下

業
務
推
進
部
部
長
を
迎
え
、
あ
い
さ

つ
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
３
人
か
ら
予
算
に

対
す
る
質
問
・
意
見
を
い
た
だ
き
答

弁
の
後
、
全
体
で
議
案
を
確
認
し
、

役
員
の
紹
介
を
行
い
終
了
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
総
会
終
了
後
に
二
つ
の

講
演
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
札
元
光
浩
氏
が
「
揉
め

な
い
た
め
の
相
続
（
争
族
）
対
策
」

と
題
し
て
、
相
続
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
改
正
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

二
つ
目
は
保
健
師
の

竪
山
多
美
子
氏
に
よ
る

「
健
康
指
導
」
が
行
わ
れ
、

①
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉

は
両
手
で
つ
か
め
な
い

の
が
理
想
、
第
二
の
心

臓
な
の
で
鍛
え
ま
し
ょ

う
。
②
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

鹿児島支店友の会総会開催

2019年度第１期カーライフローンキャンペーンを実施

　

鹿
児
島
支
店
５
階
大

ホ
ー
ル
で
５
月
29
日（
水
）、

第
17
回
鹿
児
島
支
店
友
の

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
85

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
を
新
村

事
務
局
次
長
が
行
い
、
議

長
に
堂
免
芳
隆
氏
を
選
出

後
、
中
島
副
会
長
が
鹿
児

島
支
店
友
の
会
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。
来
賓
に
九
州
ろ
う
き

ん
鹿
児
島
支
店
平
原
支
店

あいさつをする中島副会長

話しに聞き入る参加者

は
ゆ
っ
く
り
、
そ
し
て
早
く
リ
ズ
ム

を
付
け
て
。
③
認
知
症
予
防
に
は
海

馬
を
鍛
え
る
、
明
日
の
朝
・
昼
・
夜

の
行
動
計
画
を
立
て
実
践
す
る
。
④

脳
ト
レ
で
は
、
買
い
物
に
行
っ
て
余

計
な
物
を
買
わ
な
い
よ
う
に
必
要
な

物
だ
け
を
記
憶
す
る
、
な
ど
参
考
に

な
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
多
く
、「
自
分

た
ち
の
集
ま
り
で
も
指
導
を
し
て
」

と
い
う
参
加
者
か
ら
の
要
望
が
多
数

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
次
年
度
総
会

後
の
講
演
も
約
束
い
た
だ
き
、
終
了

し
ま
し
た
。

　これまで、カーライフローンキャ
ンペーンは、教育ローンと同様に10
月１日から４月30日までをキャン
ペーン期間として設定し、みなさん
にご案内しておりました。今年度は、 
10月に消費税増税が予定されてい
ます。そのことから、消費増税前の
カーライフローンの需要が見込まれ
ます。＜ろうきん＞では「お客さま
が相談しやすい」環境をつくること
を目的に「第１期：2019年７月１日

（月）～2019年９月30日（月）」、年
度末に向けて「第２期：2020年１月
６日（月）～2020年４月30日（木）」
の２期に分けてカーライフローン
キャンペーンを実施することとしま
した。詳しくは九州ろうきんホー
ムページか、最
寄りの各支店ま
でお気軽にお問
い合わせくださ
い。
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第
16
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
の
開
催

各
地
域
推
進
委
員
会 

開
催
に
つ
い
て

　

第
16
回
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
を
5
月
15
日
（
水
）
に
、鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉

会
館
7
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、連
合
鹿
児
島
・
鹿
児
島
県
労
福
協

を
は
じ
め
、19
の
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
構
成
員
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
下
町
議
長
進
行
の
も
と
、２
０
１
８
年
度
下
半
期
に
お
け
る
各
産
別
・
単

組
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
共
有
化
し
、さ
ら
に
、２
０
１
９
年
度
の
取
り
組
み
に
む

け
て
、２
０
１
９
年
度
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
活
動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
協
議
・

確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、さ
ら
な
る
「
共
済
事
業
の
拡
大
」
を
め
ざ
し
、産
別
・
単
組
お
よ
び
協
力

団
体
と
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
積
極
的
な
活
動
を
め
ざ
し
、
6

月
4
日
（
火
）
開
催
の
推
進
本
部
推
進
会
議
で
確
認

さ
れ
た
事
項
を
も
と
に
、
各
地
域
推
進
委
員
会
を
下

表
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
（
紙
面
作
成
の
日
程
上
、

開
催
済
み
の
地
域
も
ご
ざ
い
ま
す
）。

　

こ
く
み
ん
共
済 coop

≪
全
労
済
≫
は
、６
月
よ
り

２
０
１
９
年
度
（
２
０
１
９
年
６
月
１
日
～
２
０
２

０
年
５
月
末
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
お
忙
し
い

中
恐
れ
入
り
ま
す
が
、多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

報告

案内

【報告事項】
（１）2018年度　全労済鹿児島推進本部実績状況報告

（２）2018年度　�各産別・単組における活動報告と新規契約

実績状況

【議題】
（１）�2019年度　�鹿児島推進本部活動計画（検討素案）について

（２）�2019年度　�産別・単組代表者会議活動計画（案）について

▲

当
日
の
様
子

　

２
０
１
９
年
6
月
4
日
（
火
）
よ
り
、こ
く
み
ん
共
済 

coop 

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ピ
ッ
ト
く
ん
」
の
新
し
い
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
全
16
種
類
の
使
い

や
す
く
、か
わ
い
い
ス
タ
ン
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
し
て
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ス
タ
ン
プ
は
、こ
く
み
ん
共
済 coop 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
「
友
だ
ち
」
追
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
、も
し
く
は
新
し
く
追
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
な
ら
、ど

な
た
で
も
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
配
信
期
間
】
２
０
１
９
年
7
月
１
日
（
月
）
ま
で

【
ご
利
用
期
間
】
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
日
か
ら
１
８
０
日
間

　

な
お
、
新
し
い
愛
称
「
こ
く
み
ん
共
済 coop

」
の
活
用

に
と
も
な
い
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
名
も
「
全
労
済
」

か
ら
「
こ
く
み
ん
共
済 coop

」
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開催日 開始時間 地域推進委員会名 場　所（予定）

6/10㈪ 18時30分 鹿児島地域推進委員会 ドルフィンポート

6/11㈫ 18時30分 姶良・伊佐（姶良）地域推進委員会 九州労働金庫　霧島支店

6/12㈬ 18時30分 姶良・伊佐（伊佐）地域推進委員会 九州労働金庫　大口支店

6/14㈮ 18時00分 奄美（奄美）地域推進委員会 九州労働金庫　大島支店

6/17㈪ 18時00分 奄美（徳之島）地域推進委員会 九州労働金庫　徳之島支店

6/19㈬ 18時30分 熊毛（種子島）地域推進委員会 九州労働金庫　種子島支店

6/20㈭
18時00分 熊毛（屋久島）地域推進委員会 屋久島商工会議所　宮之浦本所

18時30分 北薩地域推進委員会 九州労働金庫　川内支店

6/26㈬ 19時00分 南薩地域推進委員会 九州労働金庫　加世田支店

6/27㈭ 18時30分 大隅地域推進委員会 ホテル大黒

スタンプはここからダウンロードできるよ♪
※�スマートフォンのみ対応。一部対応できない機種もございます。
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れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
方
が
「
ア
メ
リ
カ
か
ら
の

（
枯
葉
剤
後
遺
症
に
対
す
る
）
損
害

賠
償
が
な
い
中
で
、
日
本
の
企
業
・

個
人
か
ら
は
多
く
の
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
て
、と
て
も
感
謝
し
て
い
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
訪
問
の
時
だ
け
で
な
く
、
継
続

的
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
感
じ
た
こ
と
は
戦

争
の
残
す
影
響
が
い
か
に
後
世
ま
で

影
を
落
と
す
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
使
わ
れ
た
枯

葉
剤
の
影
響
で
「
枯
葉
剤
被
害
者
４

世
」
の
子
ど
も
ま
で
生
ま
れ
て
い
る

と
い
う
現
実
を
知
り
、
改
め
て
平
和

の
尊
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
新
た
な
戦

争
被
害
者
を
生
み
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
一
人
ひ
と
り
が
平
和
に
つ
い
て

考
え
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ベ
ト
ナ

ム
は
経
済

成
長
途
中

の
国
で
、

中
で
も
今

回
訪
問
し

た
ホ
ー
チ
ミ
ン
は
経
済
の
中
心
地
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
近
代
的
な
高
層

ビ
ル
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
し
都
市
部
か
ら
離
れ
る
と
建

物
や
人
の
動
き
も
ま
ば
ら
な
農
村
部

と
な
っ
て
お
り
、
街
灯
・
公
衆
ト
イ

レ
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
追
い
つ

い
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
現
地
ガ

イ
ド
さ
ん
の
お
話
で
は
、「
日
本
で
第

二
次
世
界
大
戦
後
に
起
こ
っ
た
高
度

経
済
成
長
期
が
、そ
の
数
倍
の
ス
ピ
ー

ド
で
緩
や
か
に
起
こ
っ
て
い
る
の
が
現

状
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
収
入
の
格
差

も
大
き
く
、ホ
ー
チ
ミ
ン
の
平
均
月
収

は
３
万
円
程
度
で
、物
価
が
日
本
の
３

分
の
１
ほ
ど
だ
と
い
う
背
景
が
あ
る

と
は
い
え
、成
人
一
人
で
家
族
を
養
っ

て
い
く
こ
と
は
困
難
だ
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
人
が
知
る
ベ
ト
ナ
ム

の
こ
と
と
い
え
ば
、「
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
」
や
「
ベ
ト
ち
ゃ
ん
・
ド
ク
ち
ゃ

ん
」
を
挙
げ
ら
れ
る
方
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
で
は
、「
ベ

ト
ち
ゃ
ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
」
の
分
離

手
術
を
行
っ
た
「
ツ
ー
ズ
ー
病
院
」

と
、
そ
の
隣
の
孤
児
院
で
あ
る
「
平

和
村
」
の
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

　
「
ツ
ー
ズ
ー
病
院
」
は
一
日
で
２

０
０
人
く
ら
い
の
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま

れ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
は
有
名
な
産
婦
人

科
医
院
で
す
。
そ
し
て
「
平
和
村
」

は
ツ
ー
ズ
ー
病
院
で
産
ま
れ
た
り
、

施
設
の
前
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
り

し
た
、
枯
葉
剤
の
影
響
に
よ
る
障
害

を
負
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
す
施

設
で
す
。
手
足
の
欠
損
や
水
頭
症
、

皮
膚
疾
患
な
ど
症
状
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
社
会
に
出
る
こ
と
を
目
指
し

て
勉
強
し
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り

し
て
い
る
様
子
は
と
て
も
一
生
懸
命

で
、
同
世
代
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を

持
つ
身
と
し
て
、
心
に
訴
え
か
け
ら

　

鹿
児
島

地
域
労
福

協
の
役
員

と
し
て
、

第
24
次
海

外
視
察
に

参
加
す
る
機
会
を
頂
い
た
。
視
察
国

が
ベ
ト
ナ
ム
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ

第
24
次
海
外
視
察
に
つ

い
て

九
州
労
金
労
働
組
合
鹿
児
島
支
部

執
行
委
員　

 

中
崎
あ
か
ね

「
第
24
次
海
外
視
察
in
ベ

ト
ナ
ム
」
に
参
加
し
て

鹿
児
島
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

副
会
長　

百
武
　
啓
二

ベ
ト
ナ
ム
レ
ポ
ー
ト
VOL.4

視察団の印象に残ったツーズ－病院

ドクさんとの懇談（ドクさんが経営されていたレストランにて）

ら
れ
た
。
出
発
前
か
ら
、
今
回
の
行

程
の
中
で
一
番
関
心
が
あ
っ
た
の

は
、「
ツ
ー
ズ
ー
病
院
の
視
察
」
で

あ
り
、「
ド
ク
ち
ゃ
ん
と
の
対
話
」

で
あ
っ
た
。

　

ツ
ー
ズ
ー
病
院
の
視
察
で
は
、

ネ
ッ
ト
な
ど
で
事
前
に
勉
強
し
て
い

た
も
の
の
、「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」
だ
っ
た
。
戦
争
は
、
そ
の
当
時

の
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
情
勢
下
で
起
こ

る
も
の
で
あ
る
が
、
戦
時
下
の
枯
葉

材
使
用
は
、
今
も
な
お
苦
し
め
ら
れ

て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
、
遺
伝
な

ど
で
子
孫
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
考
え
る
と
、
絶
対
に
許
せ
な
い

も
の
だ
と
改
め
て
痛
感
し
た
。

　

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
減
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
５
年

ほ
ど
前
か
ら
、
胎
児
の
時
に
検
査
し

確
認
す
る
こ
と
で
妊
婦
の
判
断
で
産

ま
な
い
こ
と
も
選
択
で
き
る
こ
と
も

可
能
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
病
院
内
に
あ
る
平

和
村
は
、
政
府
か
ら
の
補
助
金

や
支
援
金
な
ど
で
運
営
さ
れ
て

い
る
が
、
日
本
国
内
で
「
ベ
ト

ち
ゃ
ん
・
ド
ク
ち
ゃ
ん
」
と
し

て
知
ら
れ
た
こ
と
か
ら
支
援
の

輪
が
広
が
っ
た
こ
と
で
、
日
本

か
ら
の
支
援
金
が
一
番
多
く
助

か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
継
続

的
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。

　

次
に
昼
食
も
兼
ね
て
、
グ
エ

ン
・
ド
ク
さ
ん
が
経
営
す
る
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
対
話
の

機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ド
ク
さ
ん
は
、
体
調
不
良
の
中
、

私
た
ち
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
て
頂

い
た
。
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

「
支
援
は
、
個
人
・
団
体
に
要
求
す

る
の
で
は
な
く
、
先
方
か
ら
の
好
意

で
成
り
立
っ
て
い
る
。
見
返
り
の
な

い
支
援
が
な
け
れ
ば
、
今
の
自
分
は

い
な
い
だ
ろ
う
。
自
分
に
頂
い
た
支

援
も
周
り
に
回
し
て
い
る
。
自
分
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
」
と
の
ド
ク
さ

ん
の
言
葉
で
あ
る
。

　

改
め
て
平
和
や
人
権
に
つ
い
て
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
、
旅
行
で
は
絶

対
に
得
ら
れ
な
い
有
意
義
な
海
外
視

察
だ
っ
た
。「
人
命
は
プ
ラ
イ
ス
レ

ス
・
お
金
で
図
れ
な
い
」。
ド
ク
さ

ん
が
願
う
「
美
し
い
世
界
の
た
め
」、

何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
自

分
な
り
に
努
力
し
よ
う
と
思
う
。

　

参
加
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
鹿
児
島
地
域
労
福
協
の
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
、
視
察
の
報
告

と
す
る
。
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ま
た
、
戦
争
証
跡
博
物
館
で
は
日

本
人
を
含
む
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
大
義
な
き
戦
争
を
命
が
け
で

取
材
し
て
世
界
中
に
反
戦
運
動
が
広

が
る
き
っ
か
け
を
作
り
、
若
く
し
て

命
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
彼
ら
が
、

「
自
己
責
任
」「
迷
惑
」
な
ど
と
無
知

　

１
９
６

８
年
、
ベ

ト
ナ
ム
戦

争
当
時
に

生
ま
れ

「
ホ
ー
」
と

名
づ
け
ら
れ
た
と
な
れ
ば
、
い
つ
か

は
ベ
ト
ナ
ム
に
行
か
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
ダ
ウ
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
て
鹿
児
島
を
出
発
し
ま

し
た
が
、
到
着
し
た
ホ
ー
チ
ミ
ン
は

深
夜
に
も
関
わ
ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
特

有
の
蒸
し
暑
い
熱
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

翌
日
は
早
速
枯
れ
葉
剤
の
影

響
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
の
病

院
を
訪
ね
ま
し
た
。
戦
後
50
年

近
く
経
過
し
た
今
な
お
３
世
～

４
世
の
新
生
児
た
ち
が
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
を
抱
え
て
生
ま
れ
て

き
て
い
る
と
い
う
現
実
を
目
の

当
た
り
に
し
、
戦
争
の
罪
深
さ

を
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現

在
は
広
島
国
際
大
学
で
客
員

教
授
も
さ
れ
て
い
る
と
い
う
日

本
で
も
お
な
じ
み
の
ド
ク
さ
ん

か
ら
直
接
枯
れ
葉
剤
の
影
響
に

つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
大
変

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
重
た
い
気
持
ち
を
引
き
ず

り
つ
つ
も
町
の
景
色
を
眺
め
る

と
、
経
済
成
長
の
勢
い
を
感
じ

さ
せ
る
大
量
の
バ
イ
ク
や
、
フ
ラ
ン

ス
統
治
時
代
の
洗
練
さ
れ
た
建
物
が

あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、
大
変
魅
力
的

な
町
並
み
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ゲ
リ
ラ
戦
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
ク
チ
ト
ン
ネ
ル
を
訪
れ
ま
し

た
。
軍
事
大
国
ア
メ
リ
カ
の
近
代
兵

器
に
対
し
て
い
か
に
し
て
戦
い
、
勝

利
し
た
の
か
興
味
深
く
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
長
２
０
０
㎞

に
も
及
ぶ
地
下
ト
ン
ネ
ル
や
物
資
不

足
を
補
う
た
め
熱
帯
雨
林
に
仕
掛
け

ら
れ
た
数
々
の
ト
ラ
ッ
プ
、
敵
の
銃

器
を
改
造
し
た
兵
器
な
ど
、
身
体
の

大
き
な
ア
メ
リ
カ
人
を
精
神
的
に
追

い
詰
め
た
頭
脳
明
晰
な
戦
略
は
、
竹

槍
と
気
合
い
で
勝
て
る
と
信
じ
て

戦
っ
て
い
た
ど
こ
か
の
国
と
の
違
い

を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

戦
争
と
バ
イ
ク
と

経
済
発
展

南
薩
地
域
労
働
者
協
議
会

幹
事　

西
口
　
　
朋

信号がなくても上手に行き交うバイク集団

※当企画の詳しいお問い合わせは、（公社）教育文化協会まで

連合•教育文化協会共催

連合30周年 プレ企画

第16回  「私の提言」 

募 集 

公益社団法人 教育文化協会
Ｅ-mail  info-ilec@sv.rengo-net.or.jp
電   話  ０３-５２９５-５４２１

どなたでも応募できます。

応募・問い合わせ先

応 募 資 格  

電子媒体（Ｅ-mailなど）による応募

応 募 方 法

応 募 締 切

未来は私たちの手で変えられる
連合・労働組合が今取り組むべきこと

（オリジナルで未発表のものに限る）

募 集 テ ー マ

優秀賞  表彰盾と副賞     ２０万円
佳 作 賞  賞状と副賞   １０万円
奨 励 賞  賞 状と副 賞       3万円
学生特別賞   賞状と副賞 月1万円の奨学金×12ヶ月

☆応募者には、もれなく記念品を進呈 （除く、入賞者）
☆発表　２０１9年9月18日（水）予定

表      彰

具体的な提言を募集中!!

教育文化協会  私の提言詳しくは

皆さんの提言で

 解決を目指します！
２０１9年7月29日（月） 必着

「2019親子ふれあい講座in大隅」参加者募集について
～歴史・文化を体感する「大隅」２日間の旅～

　県労福協では、勤労者と家族が「ゆとり・豊かさ」を享受する自然環境の体験環境の体験学習として、
親子で地域の歴史・自然を学び、一緒に遊ぶことを目的として「親子ふれあい講座」を実施しています。
　今年は大隅の地を１泊２日の行程で実施します。「国立大隅青少年自然の家」での親子体験型に
よる創作活動や、大河ドラマ「西郷どん」で一躍有名になった、エメラルドグリーンの「雄川の滝」
探索などを計画しています。

開催日時：2019年７月26日（金）～27日（土）１泊２日
７／26（金）
　集合場所：１.鹿児島中央駅西口　切子の塔前  ８時20分集合
　　　　　　２.鹿児島県労働者福祉会館（鹿児島市鴨池新町5－7）  ８時50分集合
　　　　　　３.九州ろうきん鹿屋支店  10時30分集合

７／27（土）
　降車場所：１.九州ろうきん鹿屋支店  15時50分頃
　　　　　　２.鹿児島中央駅西口　切子の塔前  17時30分頃
　　　　　　３.鹿児島県労働者福祉会館（鹿児島市鴨池新町5－7）  17時50分頃

※参加費については各構成組織より別途お知らせします。

応募締切日：７月10日（水）　※応募人数が多い場合は先着順となります。
応募・問い合わせ（一社）鹿児島県労働者福祉協議会まで

電話：099－254－3832　　　FAX：099－254－3599

な
バ
ッ
シ
ン
グ
を
浴
び
せ
る
現

代
の
日
本
の
姿
を
見
た
ら
ど
う

思
う
だ
ろ
う
。

　

４
日
間
の
滞
在
で
し
た
が
、

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

教育文化協会  私の提言詳しくは



睡眠で悩む人が2割以上
という現代。「睡眠外来」
カウンセラーでもある著
者が眠りをめぐる悩みに
アドバイスします。

よい睡眠で
ハッピーライフ!

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

接
当
た
ら
な
い
よ
う
に
調
整
す

る
こ
と
が
大
切
。
夜
は
涼
し
い

部
屋
で
、掛
け
布
団
な
ど
を
し
っ

か
り
か
け
て
眠
り
ま
し
ょ
う
。

　

朝
早
く
目
覚
め
る
早
朝
覚
醒

に
関
わ
る
の
は
カ
ー
テ
ン
。
理

想
の
７
時
間
半
の
睡
眠
が
と
れ

る
よ
う
に
遮
光
カ
ー
テ
ン
や
ア

イ
マ
ス
ク
を
使
い
、起
き
る
べ
き

時
間
ま
で
眠
れ
る
よ
う
工
夫
し

ま
す
。
目
覚
め
た
ら
日
光
を
十

分
に
浴
び
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
に

よ
っ
て
夜
９
時
頃
か
ら
だ
ん
だ

ん
眠
く
な
る
よ
う
に
体
の
タ
イ

マ
ー
が
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。

　

蛍
光
灯
や
パ
ソ
コ
ン
の
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
の

分
泌
を
抑
え
ま
す
。
寝
る
前
は

間
接
照
明
に
し
、
読
む
の
は
光

を
発
し
な
い
本
や
雑
誌
に
し
ま

す
。
動
画
や
ゲ
ー
ム
、
い
ろ
ん

な
サ
イ
ト
を
楽
し
み
た
い
人
は

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
カ
ッ
ト
効
果
の

あ
る
眼
鏡
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

照
明
を
消
し
て
布
団
に
入
っ

た
ら
、
嫌
な
こ
と
は
考
え
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。
仕
事
や
失
敗

し
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
の
は

ご
法
度
。
楽
し
み
な
こ
と
、
う

れ
し
か
っ
た
こ
と
、行
っ
て
み
た

い
所
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
音
楽
を
か

け
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

　

１
月
に
東
京
都
で
起
き
た
強
盗

殺
人
事
件
で
は
、
犯
人
側
が
「
ア

ポ
電
（
事
前
に
家
に
現
金
が
あ
る

か
な
ど
を
尋
ね
る
）」
を
か
け
て

い
た
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し

た
。

　

ピ
ッ
ト
く
ん
の
ラ
イ
ン
ス
タ
ン

プ
、
使
っ
て
い
ま
す
。
癒
や
し
系
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
ほ
っ
こ
り
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
出
水
市
・
女
性
）

　

職
場
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
先
輩

か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
の
が「
財
形
」

で
し
た
。
折
々
に
役
立
つ
存
在
で
感

謝
し
て
い
ま
す
。あ
れ
か
ら
30
数
年
、

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
原
爆

も
そ
う
で
す
が
、
戦
争
の
愚
か
さ

を
改
め
て
感
じ
、
二
度
と
戦
争
を

し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
こ
と
で

し
た
。

（
出
水
市
・
男
性
）

　
「
噴
火
口
」
も
考
え
さ
せ
ら
れ

る
コ
ラ
ム
で
す
。「
８
時
間
労
働

に
、
８
時
間
睡
眠
に
、
８
時
間
は

好
き
な
こ
と
に
」
大
切
な
目
標
だ

と
思
い
ま
す
！　

私
も
心
掛
け
て

行
動
し
よ
う
と
自
分
に
誓
い
ま
し

た
。８
時
間
好
き
な
こ
と
は
特
に
、

料
理
で
も
買
い
物
で
も
、
楽
し
む

事
が
大
切
で
す
ネ
！
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

年
齢
を
重
ね
る
と
睡
眠
を

つ
か
さ
ど
る
ホ
ル
モ
ン
、
メ

ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
量
が
減
り
、

眠
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

力
が
弱
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
さ
さ
い
な
こ
と
が
不
眠

に
つ
な
が
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

　

ま
ず
は
エ
ア
コ
ン
。
寝
る

時
に
タ
イ
マ
ー
を
か
け
る
と
、

冷
房
が
切
れ
た
後
に
暑
く
て

目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま
す
。

夜
中
に
目
が
覚
め
る
と
、
日

中
の
眠
気
や
だ
る
さ
、
疲
労

感
に
つ
な
が
り
ま
す
。
エ
ア

コ
ン
は
快
適
な
温
度
に
設
定

し
、
つ
け
っ
放
し
で
寝
る
よ

う
に
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
冷
風
が
体
に
直

③夏の不眠対策はこれでバッチリ

自動通話録音機
　

電
話
の
通
話
内
容
を
録
音
す
る
機

械
で
す
。

　

息
子
や
孫
を
よ
そ
お
っ
て
、
電
話

を
か
け
、
高
齢
者
か
ら
お
金
を
だ
ま

し
取
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
予
防
の

た
め
、
地
方
自
治
体
な
ど
が
貸
与
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

家
庭
の
固
定
電
話
に
コ
ー
ド
を
つ

な
ぐ
だ
け
で
簡
単
に
設
置
可
能
。
設

置
後
は
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
前
に

「
こ
の
通
話
は
詐
欺
防
止
の
た
め
録

音
さ
れ
ま
す
」
と
相
手
方
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
る
の
で
、
詐
欺
グ

ル
ー
プ
や
悪
徳
セ
ー
ル
ス
業
者
を
ブ

ロ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

読
　
者

か
ら
の

声

239

少
し
残
高
も
増
え
て
次
は
何
を
し
よ

う
か
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
水
俣
市
・
男
性
）

　

地
域
労
福
協
主
催
の
「
男
の
料
理

教
室
」
に
、
今
回
は
参
加
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、以
前
の
〝
ス
ー
プ
カ
レ
ー
〟

と
〝
ナ
ン
〟
の
献
立
の
時
に
参
加
し

ま
し
た
。
い
ま
だ
に
、
私
の
十
八
番

と
し
て
、
家
族
・
友
人
に
振
る
舞
っ

て
ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
、参
加
し
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
一
つ

で
も
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
…
。

（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

ベ
ト
ナ
ム
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
、
今

な
お
枯
葉
剤
の
被
害
が
続
い
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
驚
く
と
と
も
に
悲
し
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【
北
薩
地
域
協
議
会
】

　

メ
ー
デ
ー
北
薩
集
会
を
４
月
27
日

（
土
）、
阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
）
で
開
催
し
、

組
合
員
と
そ
の
家
族
、
約
５
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

阿
久
根
市
で
は
初
め
て
の
開
催

で
、新
築
さ
れ
た
セ
ン
タ
ー
は
、ホ
ー

ル
も
工
夫
が
施
さ
れ
て
お
り
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
ゆ
っ
く
り
座
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
集
会
は
、
紙
パ
連

合
（
中
越
パ
ル
プ
労
組
）
の
橋
口
さ

ん
を
議
長
団
に
選
出
し
、
段
下
議
長

の
あ
い
さ
つ
、
連
合
鹿
児
島
黒
江
副

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
あ
い
さ

つ
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
採
択
に
加
え
、

地
域
に
顔
の
見
え
る
運
動
と
し
て
、

北
薩
地
協
構
成
組
織
・
役
員
の
紹
介

【
奄
美
地
域
協
議
会
】

　

奄
美
地
協
は
４
月
28
日
（
日
）

に
第
90
回
メ
ー
デ
ー
を
奄
美
市
立

名
瀬
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催

し
、
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
は
じ
め
に
実
行
委
員

長
で
も
あ
る
濵
崎
哲
正
議
長
が
、
や

が
て
終
わ
る
『
平
成
』
と
今
年
結
成

30
周
年
を
迎
え
る
連
合
運
動
を
振
り

返
り
、
新
た
な
『
令
和
』
の
時
代
が

働
く
者
や
全
て
の
人
々
に
と
っ
て
笑

顔
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
と

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
く
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
県
実徳之島メーデー

参加者全員で団結がんばろう！

カンボジア教育支援カンパ、パネル展

【
姶
良
伊
佐
地
域
協
議
会
】

　

姶
良
伊
佐
地
協
は
４
月
27
日

（
土
）、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
前

広
場
で
第
90
回
姶
良
伊
佐
地
区
メ
ー

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

雲
ひ
と
つ
な
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
組

合
員
と
そ
の
家
族
の
約
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

元
秋
副
実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

で
開
会
し
、
連
合
鹿
児
島
満
永
副
会

長
を
は
じ
め
政
党
代
表
・
事
業
団
体

代
表
・
地
方
議
員
団
そ
れ
ぞ
れ
に
来

賓
の
あ
い
さ
つ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

メ
ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
し
た
後
、

松
脇
副
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

１
部
を
締
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
で
「
メ
ー

デ
ー
ア
ピ
ー
ル
デ
モ
行
進
」
に
出
ま

し
た
。
コ
ー
ス
は
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
の
１
区
画
を
１
周
す
る
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
弱
の
コ
ー
ス
で
す
。
自
治

労
霧
島
市
職
組
合
員
の
元
気
な
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
参
加
者
も
大
声
で

応
え
て
い
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
き
て
か
ら
は
、
お
楽
し
み

抽
選
会
で
す
。
実
行
委
員
会
で
用

意
す
る
賞
品
に
加
え
、
土
佐
屋
労
組

と
自
治
労
の
各
単
組
、
そ
し
て
労
金

か
ら
地
域
の
特
産
物
を
含
ん
だ
た
く

さ
ん
の
賞
品
を
提
供
し
て
貰
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
第
90
回
と
い
う
こ
と

で
特
別
賞
も
準
備
し
ま
し
た
の
で
、

行
委
員
会
代
表
の
喜
納
浩
信
連
合
鹿

児
島
副
会
長
や
県
大
島
支
庁
長
、
奄

美
市
長
、
関
誠
之
市
議
な
ど
か
ら
祝

辞
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
メ
ー
デ
ー
宣
言

が
そ
れ
ぞ
れ
採
択
さ
れ
、
窪
田
一
仁

副
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
ま
し
た
。

　

例
年
行
っ
て
い
る
デ
モ
行
進
は

雨
天
の
た
め
中
止
と
し
、
式
典
前
に

行
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
展
で
は
、
最
優

秀
賞
に
県
職
労
、
そ
し
て
地
元
の
県

文
化
財
に
な
っ
て
い
る
群
倉
（
ぼ
れ

く
ら
）
を
題
材
に
し
た
大
和
村
職
労

が
特
別
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
型
連
休
に
入
る
前
の
４
月

26
日
に
は
、
徳
之
島
町
の
亀
津
児
童

公
園
で
徳
之
島
地
区
メ
ー
デ
ー
が
開

催
さ
れ
、約
１
５
０
人
が
参
加
し
労
働

者
の
祭
典
を
祝
い
、５
月
12
日
に
は
与

論
地
区
で
も
メ
ー
デ
ー
を
祝
し
て
８

人
が
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
抽
選
会
で
は
、
構
成
組

織
関
連
物
品
や
復
興
支
援
品
を
含
め

て
多
く
の
賞
品
を
準
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
お
こ
な
っ
て
い
る
カ
ン

パ
は
、「
災
害
支
援
カ
ン
パ
」
と
「
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

支
援
カ
ン
パ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
受
付
ホ
ー
ル
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
教
育
支
援
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
て

カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
、抽
選
会
で
は
、

３
等
以
上
の
賞
品
当
選
者
に
ワ
ン
コ

イ
ン
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
多
く
の
善
意
（
６
５
，
２

１
８
円
）
は
、
県
連
合
・
県
労
福
協

を
通
じ
て
被
災
地
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

届
け
て
も
ら
い
ま
す
。

プラカード展入賞作品

参加者全員で国分の市中をデモ行進

参
加
者
に
も
大
変
喜
ん
で
も
ら
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
プ
ラ
カ
ー
ド
展

に
も
各
組
織
か
ら
力
作
が
多
数
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
１
等

賞
は
、
毎
年
ピ
リ
ッ
と
風
刺
の
き

い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
作
ら
れ
る
退

女
教
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
し
た
。

第
90
回
メ
ー
デ
ー
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
以
前
は
海
水
浴
場
で
よ
く

見
ま
し
た
が
、
今
は
？

５
　
…
…
歌
、
…
…
敵
、
…
…

心

7
　
ウ
ミ
ネ
コ
は
カ
モ
メ
の

…
…

８
　
ウ
ナ
ギ
と
い
え
ば

10
　
す
べ
て
等
し
い
こ
と

11
　
平
安
時
代
に
流
行
し
た
球

技

13
　「
Ｗ
Ｃ
」
っ
て
最
近
見
ま

せ
ん

15
　
内
側
で
す

16
　
英
語
で
は
「
タ
ー
ト
ル
」

18
　
ウ
ナ
ギ
の
厄
日
。
…
…
の

日

22
　
ア
ニ
メ
「
新
世
紀
エ
ヴ
ァ

ン
ゲ
リ
オ
ン
」
の
テ
ー
マ

曲
「
残
酷
な
…
…
の
テ
ー

ゼ
」

23
　
昔
か
ら
あ
る
計
算
機

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
計
算
の
一
種
。
ひ
っ
く
り

返
し
ま
す
。

２
　
ダ
イ
オ
ウ
も
ホ
タ
ル
も
い

ま
す�

３
　「
蟷
螂
」
っ
て
読
め
ま
す

か
？

４
　
物
事
が
わ
か
る
こ
と

5
　
簡
易
な
建
物

6
　
呼
吸
が
ハ
ア
ハ
ア
で
す

９
　
角
型
の
浅
い
調
理
道
具

12
　
都
会
に
は
タ
ワ
ー
や
高
層

が
林
立
し
て
い
ま
す

14
　
河
豚
は
フ
グ
、
海
豚
は

…
…

17
　
ア
ン
デ
ス
や
プ
リ
ン
ス
、

夕
張
な
ど
が
あ
り
ま
す

18
　
堤
防
の
こ
と
で
す

19
　
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン
ド
、
米

国
な
ど
で
飼
育
数
が
多
い

家
畜

20
　
…
…
寒
い
、
…
…
つ
き

21
　
姫
路
、
白
鷺
と
い
え
ば

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

吉
海　

洋
一	

宮
原　

活
美

　

田
中　

福
代	

田
代　

賢
一

　

高
﨑　

光
洋	

柚
木　

杏
菜

　

岩
切
美
千
香	

梶
原　
　

豊

　

小
原　

芳
久	

瀬
戸
口
亮
治

　

森　
　

美
晴	

永
野
め
ぐ
み

　

原
園　

智
明	

川
畑
ひ
じ
り

　

一
氏　

由
美	

高
橋　

ナ
ナ

　

西
鍋　

優
一	

小
川　

智
子

　

麻
生
俊
一
郎	

赤
﨑
麻
衣
子

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
９
年
７
月

５
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

５
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

87
通
で
、
87
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

答え
「テンキヨホウ(天気予報）」

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■相 談 日：月曜日～金曜日（土日祝を除く）

■相談時間：午前10時～午後4時

■相談内容：解雇・不払い残業・有給休暇・パワハラ・セクハラ

多重債務・奨学金・住宅（増・新築）など

■相　　談：原則無料

ただし、弁護士等専門家に相談する場合は、別途料

金がかかる場合があります。

こくみん共済 coopは営利を目的としない保障の生協として
共済事業を営み、相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さ
まの安心とゆとりある暮らしに貢献することを目的としてい
ます。この趣旨に賛同いただき、出資金を払い込んで居住地
または勤務地の共済生協の組合員となることで各種共済をご
利用いただけます。


